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1987－カナダ・イギリス等で髄膜炎、承認取り消し、接種中止等の情報－1990、1992

2010.7

ムンプスワクチン「安全神話」

1988 6 MMR導入意見 → 1988 12導入決定 1989 4 1 MMR開

厚生省の中止論に委員が反対1989.10

ファクト
シート
の誤り

1987.8 MMR承認申請 → 審査 → 1988.9承認

1988.6 MMR導入意見 → 1988.12導入決定 1989.4.1 MMR開
始時に提言はなぜ
無視された？

承認申請 → 審査 → 承認

1981国産おたふくワクチン第1号、髄膜炎患者から分離されたウィルス＝野生株 多くがワクチン由来
医薬品基金の救済事例

監
視
の
提

野生株＞ワクチン株

医薬品基金の救済事例 提
言

野生株＞分離されたワクチン株＞ワクチン株

1987米でPCR → 1988山田ら応用研究 → 1989.3発表
（1988以前よりプラークサイズ法以外の株鑑別法模索か） (予防接種研究班総会)

プラーク
サイズ法

プラーク
サイズ法
の無効性（1988以前よりプラ クサイズ法以外の株鑑別法模索か） (予防接種研究班総会)サイ 法
の無効性

情報全体を把握し評価したのか？ 判断を誤らせる背景因子の分析？

1
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判断を誤らせる背景因子の分析？



ＭＭＲ検証ＭＭＲ検証のの必要性・意義必要性・意義

予防接種に関わる学界と行政の健全さを担
保する と（現代 情勢 資する）保すること（現代の情勢に資する）

再発防止の前提（真の被害者救済）

2012

再発防止の前提（真の被害者救済）

単味おたふくの髄膜炎評価が原点
2012

現在の議論ファクトシート2010.7の誤り

秘密裏の審議会 データ隠しと裁判対策秘密裏の審議会、データ隠しと裁判対策
1991.3.25予防接種委員会が判明（2011開示文書）

確 後
第三者監視 （

薬

家族内2次感染確認後の危機管理
1991.4～北海道立衛生研究所と国立予防衛生研究所、厚生省

第三者監視
組織の設置

薬
事
）

正しい政策決定ができないシステム
海外の中止情報 同定法研究などを総合し 政策変更

日本版
ＡＣ

（
予
防
接海外の中止情報、PCR同定法研究などを総合し、政策変更へ
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ＡＣＩＰ 接
種
）



６つの問題点６つの問題点【【検証の課題検証の課題】】20112011
1981～おたふくかぜ
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統一株89.4～ 自社株 91.10～
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